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道　標

ウ
イ
ル
ス
」
は
い
ず
れ
も
人
間

に
害
を
与
え
る
も
の
で
す
が
、

い
ず
れ
も
外
部
か
ら
人
間
に
や

っ
て
く
る
も
の
で
す
。
為
政
者

や
医
療
従
事
者
を
含
む
社
会
の

リ
ー
ダ
ー
の
方
々
は
、
社
会
の

安
泰
を
取
り
戻
す
た
め
に
懸
命

に
尽
力
な
さ
っ
て
い
ま
す
。
こ

の
事
に
つ
い
て
心
か
ら
感
謝
申

し
上
げ
ま
す
。
 

そ
こ
で
、
私
た
ち
信
仰
者

は
、
イ
エ
ス
の
教
え
に
耳
を
傾

け
な
が
ら
、
ど
の
よ
う
に
し
て

こ
の
難
局
を
乗
り
越
え
て
行
っ

た
ら
い
い
の
か
を
分
か
ち
合
い

た
い
と
思
い
ま
す
。
 

イ
エ
ス
と
フ
ァ
リ
サ
イ
派
の

人
々
と
の
対
話
の
中
で
、
次
の

よ
う
な
話
が
あ
り
ま
す
。

あ
る
集
ま
り
で
、
イ
エ
ス
の

弟
子
た
ち
の
中
に
汚
れ
手
、
つ

ま
り
洗
わ
な
い
手
で
食
事
を
す

る
者
が
い
ま
し
た
。
す
る
と
フ

ァ
リ
サ
イ
派
の
人
が
、
そ
れ
を

た
し
な
め
て
、
次
の
よ
う
に
言

い
ま
し
た
。

「
ユ
ダ
ヤ
人
は
皆
、
昔
の
人

の
言
い
伝
え
を
固
く
守
っ
て
、

念
入
り
に
手
を
洗
っ
て
か
ら
で

な
い
と
食
事
を
せ
ず
、
ま
た
、

市
場
か
ら
帰
っ
た
と
き
に
は
、

身
を
清
め
て
か
ら
で
な
い
と
食

事
を
し
な
い
。
そ
の
ほ
か
、

杯
、
鉢
、
銅
の
器
や
寝
台
を
洗

う
こ
と
な
ど
、
昔
か
ら
受
け
継

い
で
固
く
守
っ
て
い
る
こ
と
が

た
く
さ
ん
あ
る
」
。
（
マ
ル
コ

７
章
３
～
４
節
）

こ
れ
に
対
し
て
、
イ
エ
ス

は
、
「
外
か
ら
人
の
体
に
入
る

も
の
で
人
を
汚
す
こ
と
が
で
き

る
も
の
は
何
も
な
く
、
人
の
中

か
ら
出
て
来
る
も
の
が
、
人
を

汚
す
の
で
あ
る
」
（
同
上
15

節
）
と
答
え
て
い
ま
す
。

さ
ら
に
こ
の
教
え
を
敷
衍
し

て
、
次
の
よ
う
に
言
っ
て
い
ま

す
。「

人
か
ら
出
て
来
る
も
の
こ

そ
、
人
を
汚
す
。
中
か
ら
、
つ

ま
り
、
人
間
の
心
か
ら
、
悪
い

思
い
が
出
て
来
る
か
ら
で
あ

る
。
み
だ
ら
な
行
い
、
盗
み
、

殺
意
、
姦
淫
、
貪
欲
、
悪
意
、

詐
欺
、
好
色
、
ね
た
み
、
悪

口
、
傲
慢
、
無
分
別
な
ど
、
こ

れ
ら
の
悪
は
み
な
中
か
ら
出
て

来
て
、
人
を
汚
す
の
で
あ
る
」

と
。
（
同
上
21
～
23
節
）
 

フ
ァ
リ
サ
イ
派
の
人
た
ち

は
、
モ
ー
セ
の
律
法
に
あ
る

「
汚
れ
」
の
教
え
の
実
践
に
厳

格
な
規
定
を
設
け
て
、
そ
れ
を

遵
守
し
て
い
た
よ
う
で
す
が
、

イ
エ
ス
の
反
論
は
、
そ
れ
は
公

衆
衛
生
上
の
事
柄
に
す
ぎ
ず
、

「
精
神
的
」
あ
る
い
は
「
道
徳

的
」
意
味
で
解
釈
す
る
必
要
が

あ
る
の
で
は
、
と
の
異
議
申
し

立
て
で
あ
る
と
言
え
ま
す
。
そ

し
て
、
イ
エ
ス
は
こ
の
様
な
当

時
の
宗
教
指
導
者
へ
の
異
議
申

し
立
て
に
よ
っ
て
、
自
分
の
立

場
が
危
う
く
な
り
、
つ
い
に
は

十
字
架
上
で
の
死
を
招
く
こ
と

に
な
り
ま
す
。
 

と
こ
ろ
で
、
こ
の
度
の
コ
ロ

ナ
禍
で
教
皇
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
は

「
無
関
心
と
い
う
ウ
イ
ル
ス
」

を
克
服
し
よ
う
、
と
呼
び
か
け

て
い
ま
す
。

聖
マ
ザ
ー
テ
レ
サ
に
よ
る

と
、
「
愛
の
反
対
の
概
念
は
、

憎
し
み
で
は
な
く
、
無
関
心
で

あ
る
」
と
言
っ
て
い
ま
す
。
技

術
文
明
が
進
行
し
、
そ
の
恩
恵

に
浴
し
て
い
る
富
裕
層
と
そ
れ

か
ら
除
外
さ
れ
て
い
る
貧
困
層

の
と
の
経
済
格
差
が
あ
ま
り
に

も
あ
り
す
ぎ
る
点
を
お
二
人
と

も
指
摘
な
さ
っ
て
い
ま
す
。
富

裕
層
の
人
た
ち
が
、
無
関
心
と

い
う
ウ
イ
ル
ス
を
克
服
し
、
貧

困
層
に
手
を
差
し
伸
べ
て
ほ
し

教
区
の
皆
さ
ま
、
お
元
気
で

し
ょ
う
か
。

今
年
の
四
旬
節
も
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
禍
の
中
で
過
ご
す

こ
と
に
な
り
そ
う
で
す
。
そ
こ

で
今
回
は
イ
エ
ス
の
教
え
と
ウ

イ
ル
ス
に
つ
い
て
お
話
し
ま

す
。
 

「
ウ
イ
ル
ス
」
と
い
う
言
葉

が
、
マ
ス
コ
ミ
で
多
用
さ
れ
る

ま
で
、
私
に
と
っ
て
、
そ
れ
は

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
ウ
イ
ル
ス
の

事
で
し
た
。
そ
れ
が
３
年
前
か

ら
ウ
イ
ル
ス
と
は
病
原
体
の
事

で
あ
り
、
し
か
も
、
エ
ピ
デ
ミ

ッ
ク
（
地
域
限
定
型
）
で
は
な

く
、
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
（
全
世
界

に
及
ぶ
）
と
判
明
し
ま
し
た
。

こ
れ
は
１
９
８
０
年
代
の
初
め

に
Ｗ
Ｈ
Ｏ
（
世
界
保
健
機
構
）

が
天
然
痘
の
征
服
を
宣
言
し
て

以
来
の
こ
と
で
し
た
の
で
、
先

進
国
で
は
安
心
し
て
暮
ら
せ
る

も
の
と
思
っ
て
い
ま
し
た
。
 

と
こ
ろ
で
、
「
コ
ン
ピ
ュ
ー

タ
ー
ウ
イ
ル
ス
」
と
「
病
原
体

い
、
そ
う
い
う
思
い
が
あ
ふ
れ

て
い
る
指
摘
で
あ
り
ま
す
し
、

教
会
も
そ
の
方
向
で
進
ん
で
い

く
べ
き
で
す
。
 

た
だ
、
そ
の
方
向
へ
進
む
た

め
に
は
、
私
た
ち
信
者
の
一
人

ひ
と
り
の
基
本
的
な
回
心
が
求

め
ら
れ
る
と
思
い
ま
す
。
 

聖
パ
ウ
ロ
は
信
者
に
対
し

て
、
霊
の
道
に
従
っ
て
歩
む
よ

う
に
勧
め
て
い
ま
す
。
そ
れ
は

フ
ァ
リ
サ
イ
派
の
人
々
の
律
法

主
義
を
超
え
る
生
き
方
だ
と
言

い
ま
す
。

「
霊
の
導
き
に
従
っ
て
歩
み

な
さ
い
。
そ
う
す
れ
ば
、
決
し

て
、
肉
の
欲
望
を
満
足
さ
せ
る

鹿
児
島
教
区
司
教

中

野

裕

明

心
の
中
の
ウ
イ
ル
ス
に

気
を
つ
け
よ
う

―

四

旬

節

メ

ッ

セ

ー

ジ

―

司教の手紙

を
１
日
の
計
２
日
間
（
１
月
18

日
と
19
日
）
で
開
催
さ
れ
た
。

改
定
さ
れ
る
「
ロ
ー
マ
・
ミ

サ
典
礼
」
に
つ
い
て
解
説
し
て

く
れ
た
の
は
、
カ
ト
リ
ッ
ク
中

央
協
議
会
の
宮
越
俊
光
さ
ん
。

宮
越
さ
ん
は
、
日
本
カ
ト
リ
ッ

ク
典
礼
委
員
会
に
よ
る
『
新
し

い
「
ミ
サ
の
式
次
第
と
第
１
～

第
４
奉
献
文
」
の
変
更
箇
所
』

を
テ
キ
ス
ト
に
、
新
し
い
式
次

第
の
全
体
に
つ
い
て
、
オ
ン
ラ

イ
ン
を
使
っ
た
５
回
に
わ
た
る

講
話
で
解
説
し
た
。

受
講
し
た
司
祭
た
ち
か
ら

は
、
変
更
箇
所
だ
け
で
な
く
翻

訳
の
背
景
や
用
語
・
動
作
の
神

学
的
意
味
合
い
に
つ
い
て
の
質

問
が
出
る
な
ど
、
充
実
し
た
研

修
と
な
っ
た
。

２月13日（日）午後３時から教区本部
で、オンライン参加者を含めて８人で開催
された。参加者による簡単な自己紹介の
後、末吉神父が司祭として教壇に立つこと
を通しての気づきや体験談について講話
し、参加者同士で分かち合いを行った。

次回は４月10日（日）午後３時から５
時、教区本部で「四旬節黙想会」として開
催の予定（オンライン参加も可能）。問合
は　kago.cath.kyoushi@gmail.com（担当＝霧
島神父）まで。（文責＝霧島）

よ
う
な
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

肉
の
望
む
と
こ
ろ
は
、
霊
に
反

し
、
霊
の
望
む
と
こ
ろ
は
、
肉

に
反
す
る
か
ら
で
す
。
肉
と
霊

が
対
立
し
合
っ
て
い
る
の
で
、

あ
な
た
が
た
は
、
自
分
の
し
た

い
と
思
う
こ
と
が
で
き
な
い
の

で
す
。
し
か
し
、
霊
に
導
か
れ

て
い
る
な
ら
、
あ
な
た
が
た

は
、
律
法
の
下
に
は
い
ま
せ

ん
。
」
（
ガ
ラ
テ
ィ
ア
の
信
徒

へ
の
手
紙
５
章
16
～
18
節
）
 

続
い
て
、
肉
の
わ
ざ
と
、
霊

の
わ
ざ
を
次
の
よ
う
に
列
挙
し

て
い
ま
す
。
 

肉
の
わ
ざ
は
、
「
姦
淫
、
わ

い
せ
つ
、
好
色
、
偶
像
礼
拝
、

魔
術
、
敵
意
、
争
い
、
そ
ね

み
、
怒
り
、
利
己
心
、
不
和
、

仲
間
争
い
、
ね
た
み
、
泥
酔
、

酒
宴
、
そ
の
他
こ
の
た
ぐ
い
の

も
の
」
。
（
同
上
19
～
21
節
）
 

一
方
、
霊
の
結
ぶ
実
は
、

「
愛
、
喜
び
、
平
和
、
寛
容
、

親
切
、
善
意
、
誠
実
、
柔
和
、

節
制
」
で
す
。
（
同
上
22
～
23

節
）
 

社
会
悪
は
所
詮
、
個
人
の
罪

の
集
合
体
で
あ
る
と
言
え
ま

す
。
こ
の
四
旬
節
中
、
一
人
ひ

と
り
が
聖
霊
に
導
か
れ
る
こ
と

に
よ
っ
て
清
め
ら
れ
る
よ
う
に

祈
り
合
い
た
い
も
の
で
す
。
 

今
年
の
待
降
節
第
１
主
日
か

ら
開
始
さ
れ
る
「
ロ
ー
マ
・
ミ

サ
典
礼
書
」
ラ
テ
ン
語
規
範
版

第
３
版
に
基
づ
く
ミ
サ
の
実
施

に
向
け
、
教
区
で
働
く
司
祭
た

ち
が
研
修
し
た
。

こ
れ
は
毎
年
１
月
に
開
か
れ

る
司
祭
大
会
で
の
こ
と
。
例
年

な
ら
ば
４
日
間
ほ
ど
開
か
れ
る

司
祭
大
会
だ
が
、
今
年
は
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
蔓
延
防
止
の
た
め

に
原
則
オ
ン
ラ
イ
ン
で
の
出
席

と
し
研
修
を
１
日
、
司
祭
集
会

ミ
サ
の
変
更
箇
所
に
つ
い
て
学
習

充
実
し
た
今
年
の
司
祭
大
会

今
年
最
初
の
定
例
司
祭
集
会

（
コ
ン
ベ
ン
ツ
ス
）
は
、
司
祭

大
会
最
終
日
の
１
月
19
日

（
水
）
教
区
本
部
で
開
催
さ
れ

た
。
会
で
は
ま
ず
中
野
司
教
が

主
日
の
ミ
サ
意
向
に
つ
い
て
そ

の
重
要
性
を
説
き
、
個
別
の
意

向
に
よ
る
ミ
サ
は
週
日
に
立
て

る
こ
と
を
求
め
た
。

そ
の
他
会
議
で
は
、
霧
島
神

父
か
ら
「
聖
体
と
ミ
サ
に
関
す

る
カ
テ
ケ
ー
ジ
ス
の
計
画
案
」

が
提
案
さ
れ
た
ほ
か
、
教
区
に

お
け
る
終
身
助
祭
制
度
の
振
り

返
り
、
来
年
度
の
行
事
計
画
案

等
の
報
告
と
検
討
が
な
さ
れ

た
。 １

月
の
コ
ン
ベ
ン
ツ
ス

▼
栃
尾
泰
英
神
父

坂
本
進
神
父
の
静
養
・
引
退

に
伴
い
、
不
在
と
な
っ
て
い
た

教
誨
師
の
任
に
栃
尾
泰
英
神
父

（
吉
野
教
会
）
が
就
く
こ
と
に

な
り
、
２
月
３
日
（
木
）
任
命

書
が
渡
さ
れ
た
。

教
区
司
祭
人
事

カトリック教師の会開催
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教区民の皆様の教区会計への日々のご協力、ご理解に感謝いたしま
す。今年度もコロナウイルによる影響で、昨年度よりも収入減が目立
つ結果となりました。教区費、ミサ献金、祭儀収入、法定献金など。
しかしながらカリタス鹿児島献金、神学生養成費に関しては、影響を
受けることなくご協力いただいております。

支出においては、研修会、行事等が実施できず反対に支出減へつな
がることとなりました。年間の収支だけを比較すると2200万円のマ
イナスとなり、苦しい状態が続いております。来年度への繰越金が
4000万円ほどありますが、皆さまの教区会計へのご理解、ご協力を
あらためてお願いしたいと思います。

最後に2020年度会計報告が遅れたことを深くお詫びいたします。

教区会計部　泉　浩二

2020年度教区会計のご報告
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０
０
０
年
11
月
１
日
か
ら
活
動

を
始
め
ま
し
た
。
そ
し
て
こ
の

20
数
年
の
間
、
４
人
の
神
父
様

方
が
着
任
さ
れ
ご
指
導
く
だ
さ

り
、
そ
し
て
現
在
の
タ
ム
神
父

様
も
熱
心
に
育
て
て
く
だ
さ
っ

て
い
ま
す
。

こ
こ
ま
で
続
け
て
こ
ら
れ
た

の
は
、
温
か
く
見
守
り
、
指
導

し
て
下
さ
る
シ
ス
タ
ー
方
、
そ

し
て
賛
助
会
員
の
皆
様
の
お
祈

り
の
支
え
が
あ
っ
た
か
ら
こ
そ

だ
と
思
い
ま
す
。

私
た
ち
レ
ジ
オ
・
マ
リ
エ
の

祈
り
と
奉
仕
は
、
あ
ま
り
目
立

つ
こ
と
も
な
く
、
地
道
な
活
動

で
微
力
な
集
ま
り
で
す
。

ど
う
か
私
た
ち
の
た
め
に
、

昨
年
10
月
14
日
（
木
）
大
熊

小
教
区
（
主
任
司
祭
＝
グ
エ

ン
・
ホ
グ
・
タ
ム
神
父
）
の
巡

回
教
会
浦
上
教
会
に
大
き
な
喜

び
が
溢
れ
ま
し
た
。
浦
上
教
会

の
「
レ
ジ
オ
・
マ
リ
エ
」
の
集

い
が
設
立
か
ら
１
０
０
０
回
の

節
目
を
迎
え
た
の
で
す
。

実
は
同
教
会
の
レ
ジ
オ
・
マ

リ
エ
は
２
０
１
６
年
３
月
に
帰

天
さ
れ
た
ペ
ト
ロ
美
島
春
雄
神

父
様
に
よ
っ
て
設
立
さ
れ
、
２

２
日
（
水
）
灰
の
水
曜
日
（
大
斎
・
小
斎
）

５
日
（
土
）
田
邊
徹
神
父
命
日
（
２
０
１
８
年
）

６
日
（
日
）
四
旬
節
第
１
主
日

▼
川
口
茂
助
祭
、
石
神
秀
人
助
祭
叙
階
記
念

９
日
（
水
）
中
野
ア
カ
デ
ミ
ー
・
教
区
本
部
・
19
時

13
日
（
日
）
四
旬
節
第
２
主
日

16
日
（
水
）
中
野
ア
カ
デ
ミ
ー
・
教
区
本
部
・
19
時

17
日
（
木
）
日
本
の
信
徒
発
見
の
聖
母

▼
田
原
章
神
父
、
頭
島
光
神
父
、
坂
本
進
神
父
叙
階
記
念

18
日
（
金
）
性
虐
待
被
害
者
の
た
め
の
祈
り
と
償
い
の
日

19
日
（
土
）
聖
ヨ
セ
フ

▼
サ
ン
タ
マ
リ
ア
神
父
、
栃
尾
泰
英
神
父
、
タ
ム
神
父
霊
名

▼
ゼ
ロ
ー
ム
神
父
命
日
（
２
０
０
３
年
）

▼
牧
山
田
一
神
父
命
日
（
２
０
１
８
年
）

▼
丸
野
六
雄
神
父
叙
階
記
念

▼
正
義
と
平
和
協
議
会
・
教
区
本
部
・
13
時

20
日
（
日
）
四
旬
節
第
３
主
日

▼
郡
山
健
次
郎
名
誉
司
教
、
永
山
幸
弘
神
父
、
寝
占
敦
之

神
父
、
宋
診
旭
神
父
、
鄭
法
鍾
神
父
叙
階
記
念

▼
レ
ジ
オ
マ
リ
エ
鹿
児
島
コ
ミ
チ
ウ
ム
・
谷
山
教
会
・
14
時

21
日
（
月
）
小
隈
憲
士
神
父
、
末
吉
卓
也
神
父
叙
階
記
念

23
日
（
水
）
中
野
ア
カ
デ
ミ
ー
・
教
区
本
部
・
19
時

24
日
（
木
）
山
口
好
信
神
父
叙
階
記
念

25
日
（
金
）
神
の
お
告
げ

▼
泉
浩
二
神
父
叙
階
記
念

27
日
（
日
）
四
旬
節
第
４
主
日

▼
ビ
ン
セ
ン
ト
神
父
（
２
０
２
１
年
）
、
コ
ン
タ
リ
ー
ニ
神

父
（
１
９
９
８
年
）
命
日

28
日
（
月
）
明
松
尊
吉
神
父
命
日
（
１
９
９
２
年
）

29
日
（
火
）
内
野
洋
平
神
父
叙
階
記
念

▼
美
島
春
雄
神
父
命
日
（
２
０
１
６
年
）

30
日
（
水
）
中
野
ア
カ
デ
ミ
ー
・
教
区
本
部
・
19
時

〔
司
教
日
程
〕
２
～
３
日
常
任
司
教
委
員
会
（
東
京
）
、
９
日
中
野
ア

カ
デ
ミ
ー
、
10
日
大
口
明
光
学
園
、
16
日
中
野
ア
カ
デ
ミ
ー
、
22
日
聖

マ
リ
ア
学
園
、
23
日
中
野
ア
カ
デ
ミ
ー
、
30
日
中
野
ア
カ
デ
ミ
ー

祈
り
の
意
向

【
祈
祷
の
使
徒
会
】

教
　
　
皇

生
命
倫
理
の
課
題
へ
の
キ
リ
ス
ト
者
の
対
応

日
本
の
教
会
　
召
命

に
す
る
た
め
で
し
た
（
18
・
３

参
照
）。

旅
人
が
天
幕
の
前
に
立
ち
止

ま
る
こ
と
は
も
て
な
し
を
求
め

る
こ
と
で
あ
り
、
そ
れ
に
応
え

る
こ
と
は
神
聖
な
義
務
と
考
え

ら
れ
て
い
た
の
で
す
（
創
世
記

19
・
１
～
２
参
照
）。

こ
の「
通
り
過
ぎ
」と
訳
さ
れ

た
言
葉
を
ギ
リ
シ
ア
語
に
訳
す

る
と
先
ほ
ど
引
用
し
た
ル
カ
福

音
書
の「
過
ぎ
よ
う
と
し
て
」に

葉
と
共
に
ア
ブ
ラ
ハ
ム
の
と
こ

ろ
に
留
ま
り
ま
し
た
（
18
・
４

～
５
参
照
）。

こ
の
違
い
こ
そ
福
音
記
者
ル

カ
が
表
現
し
よ
う
と
し
た
こ
と

の
よ
う
に
思
え
ま
す
。つ
ま
り
、

ル
カ
は
イ
エ
ス
様
と
三
人
の
訪

問
者
と
の
比
較
を
通
じ
て
、
イ

エ
ス
様
の
愛
と
は
た
と
え
罪
人

で
あ
っ
て
も
、
捧
げ
る
も
の
が

何
も
な
く
と
も
自
ら
そ
の
者
の

と
こ
ろ
に
留
ま
っ
て
く
だ
さ
る

と
い
う
こ
と
を

伝
え
よ
う
と
し

た
と
考
え
ら
れ

る
の
で
は
な
い

で
し
ょ
う
か
。
 

相
当
し
ま
す
。
こ
う
し
た
こ
と

を
踏
ま
え
る
と
「
徴
税
人
ザ
ア

カ
イ
」の
話
と
は『
イ
サ
ク
の
誕

生
の
予
告
』
の
一
場
面
を
下
敷

き
に
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
ま

す
。
 

イ
エ
ス
様
は
ザ
ア
カ
イ
が
上

っ
た
い
ち
じ
く
桑
が
あ
る
場
所

に
来
る
と
彼
を
見
上
げ
て
「
ザ

ア
カ
イ
、
急
い
で
降
り
て
来
な

さ
い
。今
日
は
、ぜ
ひ
あ
な
た
の

家
に
泊
ま
り
た
い
」
と
言
わ
れ

ま
し
た
（
19
・
５
）。
こ
れ
に
対

し
て
創
世
記
の
三
人
は
ア
ブ
ラ

ハ
ム
が
で
き
る
最
善
の
も
て
な

し
を
聞
き
、「
で
は
、
お
言
葉
ど

お
り
に
し
ま
し
ょ
う
」
と
の
言

徴
税
人
ザ
ア
カ
イ
に
つ
い
て

の
話
は
以
前
に
書
き
ま
し
た
が

（
２
０
１
７
年
10
月
）、
今
回
は

視
点
を
変
え
て
読
み
解
き
た
い

と
思
い
ま
す
。

背
の
低
か
っ
た
徴
税
人
ザ
ア

カ
イ
は
群
衆
に
埋
も
れ
て
い
ま

し
た（
ル
カ
19
・
２
参
照
）。「
そ

れ
で
、イ
エ
ス
を
見
る
た
め
に
、

走
っ
て
先
回
り
し
、
い
ち
じ
く

桑
の
木
に
登
っ
た
。
そ
こ
を
通

り
過
ぎ
よ
う
と
し
て
お
ら
れ
た

か
ら
で
あ
る
」
と
解
説
が
つ
け

ら
れ
て
い
ま
す
（
19
・
４
）。

こ
こ
で「
走
っ
て
」と
訳
さ
れ

た
言
葉
を
ヘ
ブ
ラ
イ
語
に
訳

し
、
そ
の
使
わ
れ
方
を
見
る
と

ア
ブ
ラ
ハ
ム
が
三
人
の
訪
問
者

に
出
会
い
、
サ
ラ
が
男
の
子
を

身
ご
も
る
こ
と
を
告
げ
ら
れ
た

場
面
に
行
き
着
き
ま
す
（
創
世

記
18
・
１
～
15
参
照
）。こ
こ
で

の
「
ア
ブ
ラ
ハ
ム
は
す
ぐ
に
天

幕
の
入
り
口
か
ら
走
り
出

（
た
）」
の
「
走
り
出
（
た
）」
に

相
当
し
ま
す
（
18
・
２
）。
な
ぜ

彼
が
そ
の
よ
う
に
し
た
か
と
言

え
ば
、
こ
の
三
人
が
目
の
前
を

通
り
過
ぎ
て
し
ま
わ
な
い
よ
う

見
失
っ
た
羊
の
た
と
え
か
ら

《
康
由
神
父
の
聖
書
教
室
》
㊽

会

と

催

し

３
月

１
０
０
０
回
の
集
い
を
記
念

大
熊
小
教
区
浦
上
教
会
の
レ
ジ
オ

そ
し
て
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
蔓
延

の
終
息
の
た
め
に
も
お
祈
り
く

だ
さ
い
。
感
謝
の
う
ち
に
。

（
報
告
・
浦
上
教
会
レ
ジ
オ

会
員
）

今年度もＹＣＣ（ユース・カトリック・キャ
ンプ）がオンラインで開催されることになりま
した。中学生・高校生の皆さん、たくさんの参
加をお待ちしております。

テーマ：「助け合う」（教皇フランシスコ回勅
「兄弟の皆さん」から）

日　時：3月29日（火）13時〜17時30分
会　場：教区本部２Ｆ会議室
対　象：カトリック中学・高校に通う生徒、小

教区に所属する中学生・高校生
内　容：「兄弟の皆さん」についての講話、分

かち合い、みことばの祭儀など
問合／申込：ラ・サール高校 岩﨑正幸 まで

         ℡   ：099（268）3121
         ℻   ：099（268）3122
         mail ：iwazaki@lasalle.ed.jp

※申し込み締め切り：3月11日（金）

日
　
時

３
月
27
日
（
日
）
午
後
２
時
～
午
後
５
時
半

場
　
所

溝
辺
マ
リ
ア
山
荘

指
　
導

ビ
ア
ン
ネ
神
父
・
霧
島
神
父

対
　
象
　
35
歳
く
ら
い
ま
で
の
青
年
男
女
（
今
春
高
校
を

卒
業
さ
れ
た
方
も
ど
う
ぞ
！
）
事
前
の
申
し
込

み
は
不
要
で
す
。
奮
っ
て
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

内
　
容

ミ
サ
、
説
教
、
個
人
黙
想
（
希
望
者
は
司
祭
と

の
面
談
・
ゆ
る
し
の
秘
跡
も
）
、
聖
体
賛
美
式

問
　
合

霧
島
神
父
（
鴨
池
教
会
）

℡
０
９
９
（
２
５
７
）
８
０
９
７

ＹＣＣ　２０２２　案内

聖
書
愛
読
運
動
『
新
約
聖
書

通
読
コ
ー
ス
」
完
走
者

碩
丈
代
さ
ん
（
瀬
留
小
教

区
）
、
権
頭
暁
子
さ
ん
（
聖
心

教
会
）
、
浜
田
ス
ミ
子
さ
ん
・

池
上
利
男
助
祭
・
大
川
和
美
さ

ん
、
順
秀
子
さ
ん
（
徳
之
島
地

区
教
会
）
、
永
田
悦
子
さ
ん

（
紫
原
教
会
）
、
田
代
皎
子
さ

ん
（
谷
山
教
会
）
、
上
野
千
穂

子
さ
ん
（
ザ
ビ
エ
ル
教
会
）
、

川
原
美
枝
子
さ
ん
（
川
内
教

会
）
、
桃
薗
淳
一
郎
助
祭
（
鴨

池
教
会
）
、
永
田
京
子
修
道
女

（
純
心
聖
母
会
鹿
児
島
修
道

院
）
、
山
野
扶
美
子
さ
ん
（
指

宿
教
会
）
、
萩
木
場
厚
子
さ
ん

（
溝
辺
教
会
）
、
川
口
茂
助
祭

（
加
世
田
教
会
）
、
砂
森
榮
子

さ
ん
（
大
熊
小
教
区
）
、
満
吉

敬
太
さ
ん
（
谷
山
教
会
）

※
２
月
15
日
現
在

四旬節黙想会の案内
＝青年会＝
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時
如
何
な
る
時
で
も
司
祭
は
キ
リ

ス
ト
の
代
理
者
で
す
。
こ
の
こ
と

は
第
二
バ
チ
カ
ン
公
会
議
の
公
文

書
で
「
司
祭
は
『
か
し
ら
』
で
あ

る
キ
リ
ス
ト
の
代
理
者
と
し
て
行

動
で
き
る
よ
う
に
、
司
祭
キ
リ
ス

ト
の
姿
に
似
た
も
の
と
な
る
。
」

と
書
い
て
あ
る
通
り
で
す
（
『
司

祭
の
役
務
と
生
活
に
関
す
る
教

令
』
２
）
。
こ
の
こ
と
は
繰
り
返

す
よ
う
に
「
司
祭
が
信
徒
よ
り
偉

い
」
と
い
う
こ
と
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。
位
階
制
ま
た
は
位
階
的
権
威

に
基
づ
き
、
司
祭
と
い
う
個
人
の

こ
と
で
は
な
く
司
祭

職
が
尊
い
の
で
す
。

で
す
か
ら
信
徒
の
皆

さ
ん
の
司
祭
職
に
対

す
る
敬
意
が
崩
れ
て

し
ま
っ
た
の
で
あ
れ

ば
、
最
早
、
教
会
共
同
体
は
簡
単

に
瓦
解
し
て
し
ま
う
こ
と
に
な
り

ま
す
。
約
二
千
年
に
わ
た
り
教
会

が
存
続
し
続
け
て
き
た
背
景
に

は
、
こ
の
位
階
制
ま
た
は
位
階
的

権
威
を
信
徒
が
認
容
・
承
認
し
て

き
た
こ
と
が
あ
る
の
で
す
。

（
Ｙ
・
Ｓ
）

※
１

田
中
昇
『
聖
職
者
の
違
法
行

為
と
身
分
の
喪
失
』
教
友
社
、
２

０
１
７
年
、
16
頁
。

の
条
件
で
す
。
最
後
は
就
労
で
、

こ
れ
は
人
間
の
尊
厳
を
完
全
に
実

現
す
る
も
の
で
す
。
こ
れ
ら
は
、

「
社
会
契
約
を
可
能
に
す
る
」
た

め
の
必
須
の
三
要
素
で
あ
り
、
こ

れ
を
欠
い
た
平
和
事
業
は
、
い
ず

れ
も
実
体
の
な
い
も
の
で
す
。

⑵
平
和
を
築
く
た
め
の
世
代

間
対
話

あ
ま
り
に
多
く
の
問
題
を
引

き
起
こ
し
た
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
に
恐

ろ
し
い
ほ
ど
に
苦
し
め
ら
れ
て
い

る
世
界
で
「
私
的
な
世
界
に
逃
げ

込
み
現
実
を
避
け
よ
う
と
す
る
者

が
い
れ
ば
、
破
壊
的
な
暴
力
を
も

っ
て
現
実
に
対
峙
す
る
者
も
い
ま

す
。
で
す
が
、
利
己
的
な
無
関
心

と
暴
力
的
な
抗
議
の
間
に
は
、
い

つ
も
可
能
な
選
択
肢
が
あ
り
ま

す
。
対
話
で
す
。
世
代
間
の
対

話
」
で
す
。
対
話
と
は
、
互
い
に

耳
を
傾
け
、
向
き
合
い
、
納
得
し

合
い
、
共
に
歩
む
こ
と
で
す
。
そ

の
す
べ
て
を
世
代
間
で
促
進
し
て

い
く
こ
と
が
、
永
続
的
で
共
有
で

き
る
平
和
の
種
を
育
て
る
た
め

に
、
紛
争
や
排
斥
と
い
う
硬
く
不

毛
な
土
壌
を
耕
す
こ
と
に
な
る
の

で
す
。

⑶
平
和
の
原
動
力
と
し
て
の

教
育
と
養
成

わ
た
し
は
教
育
へ
の
投
資
に

は
、
ケ
ア
の
文
化
を
促
進
す
る
確

固
た
る
取
り
組
み
が
付
随
し
て
い

る
こ
と
を
期
待
し
ま
す
。
こ
の
文

化
は
、
社
会
の
分
断
や
制
度
の
機

能
不
全
に
直
面
し
た
際
、
壁
を
取

「
世
界
平
和
の
日
」
教
皇
メ

ッ
セ
ー
ジ
を
お
一
人
で
も
多
く
の

方
々
に
お
知
ら
せ
し
た
い
と
の
思

い
か
ら
抜
粋
で
短
く
し
ま
し
た
。

⑴
平
和
の
道

残
念
な
が
ら
今
日
で
も
、
多

く
の
人
の
実
生
活
、
ひ
い
て
は
、

今
や
完
全
に
相
互
が
結
び
つ
い
た

人
類
家
族
の
現
実
か
ら
は
ほ
ど
遠

い
と
こ
ろ
に
あ
り
ま
す
。
こ
こ
で

世
界
平
和
を
築
く
た
め
の
三
つ
の

道
を
し
め
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

ま
ず
は
世
代
間
対
話
で
、
こ
れ
は

共
通
の
計
画
を
実
現
す
る
た
め
の

基
盤
で
す
。
第
二
は
教
育
で
、
こ

れ
は
自
由
と
責
任
と
発
展
の
た
め

り
払
い
橋
を
か
け
る
た
め
の
共
通

語
と
成
り
得
る
も
の
で
す
。
若
い

世
代
の
教
育
と
養
成
に
投
資
す
る

こ
と
は
、
彼
ら
が
個
別
の
準
備
を

経
て
、
就
労
の
場
で
、
稼
ぎ
を
得

る
こ
と
の
で
き
る
適
切
な
職
に
就

け
る
よ
う
に
す
る
、
主
要
な
道
で

す
。⑷

雇
用
の
促
進
と
保
証
が
平

和
を
築
く

就
労
と
は
、
平
和
を
構
築
し

維
持
す
る
た
め
に
不
可
欠
の
要
素

で
す
。
ま
た
自
己
と
そ
の
才
能
の

表
現
で
す
が
、
同
時
に
社
会
参
画

で
あ
り
、
努
力
で
あ
り
、
他
者
と

の
協
働
で
す
。
常
に
誰
か
と
共

に
、
あ
る
い
は
誰
か
の
た
め
に
働

く
か
ら
で
す
。
こ
の
極
め
て
社
会

的
な
視
点
か
ら
見
る
と
就
労
に
よ

っ
て
、
よ
り
住
み
や
す
く
、
よ
り

素
晴
ら
し
い
世
界
の
た
め
の
貢
献

を
修
得
す
る
の
で
す
。
就
労
は
そ

れ
ぞ
れ
の
社
会
に
お
い
て
、
正
義

と
連
帯
を
築
く
基
礎
と
な
る
も
の

で
す
。
働
く
こ
と
は
一
つ
の
必
然

性
で
あ
り
、
地
上
に
お
け
る
生
の

意
味
の
一
部
で
あ
り
、
成
長
や
人

間
的
発
達
や
人
格
的
完
成
へ
の
小

路
で
す
。
勇
気
と
創
造
性
を
持
っ

て
、
三
つ
の
道
を
共
に
歩
み
続
け

ま
し
ょ
う
。
世
代
間
対
話
、
教

育
、
就
労
こ
の
三
つ
で
す
。

※
原
文
を
お
読
み
く
だ
さ
れ

ば
、
よ
り
理
解
が
深
ま
る
と
思
い

ま
す
。
社
会
を
よ
り
よ
く
す
る
努

力
を
続
け
て
神
の
正
義
を
共
に
学

び
行
う
こ
と
が
世
界
平
和
に
結
び

付
く
こ
と
に
気
付
か
さ
れ
ま
し

た
。
今
年
の
努
力
目
標
に
し
た
い

と
思
い
ま
し
た
。

（
加
世
田
教
会
・
川
口
茂
）

こ
の
と
こ
ろ
「
平
等
」
と
い

う
言
葉
が
メ
デ
ィ
ア
を
賑
わ
し
て

い
ま
す
。
私
た
ち
は
自
分
の
頭
で

し
っ
か
り
考
え
な
い
と
偏
っ
た
平

等
主
義
的
主
張
に
洗
脳
さ
れ
て
し

ま
う
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
言
い
換

え
れ
ば
不
平
等
に
思
え
る
こ
と
の

意
味
を
問
う
必
要
性
が
あ
る
と
い

う
こ
と
で
す
。
そ
こ
で
カ
ト
リ
ッ

ク
の
伝
統
で
あ
る
位
階
制
や
司
祭

と
一
般
信
徒
と
の
違
い
に
つ
い
て

教
会
法
と
第
二
バ
チ
カ
ン
公
会
議

公
文
書
に
基
づ
い
て
考
え
て
み
た

い
と
思
い
ま
す
。
 

司
祭
も
信
徒

も
信
者
で
あ
る

こ
と
に
は
変
わ

り
ま
せ
ん
。
こ

の
意
味
で
は
教

皇
様
も
信
者
で

す
。
だ
か
ら
と
言
っ
て
司
祭
は
一

般
信
徒
と
同
じ
で
あ
る
と
は
言
え

ま
せ
ん
。
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
に
は

「
万
人
祭
司
説
」
と
い
う
理
解
が

あ
り
ま
す
。
こ
れ
は
宗
教
改
革
の

き
っ
か
け
と
な
っ
た
ル
タ
ー
が
提

唱
し
た
説
で
す
。
こ
の
説
に
基
づ

け
ば
神
様
の
目
か
ら
見
た
ら
キ
リ

ス
ト
者
の
す
べ
て
は
祭
司
と
な
り

ま
す
（
Ⅰ
ペ
ト
ロ
２
・
９
）
。
カ

ト
リ
ッ
ク
で
は
「
あ
な
た
は
ペ
ト

ロ
。
わ
た
し
は
こ
の
岩
の
上
に
わ

た
し
の
教
会
を
建
て
る
。
」
と
い

う
イ
エ
ス
様
の
言
葉
に
基
づ
き

（
マ
タ
イ
16
・
18
）
、
ペ
ト
ロ
の

後
継
者
で
あ
る
ロ
ー
マ
教
皇
の
首

位
権
を
認
め
ま
す
。
そ
し
て
そ
の

ロ
ー
マ
教
皇
の
名
に
よ
っ
て
叙
階

さ
れ
た
聖
職
者
を
通
じ
て
一
般
の

信
徒
は
神
様
に
つ

な
が
る
と
考
え
ら

れ
て
い
ま
す
。
こ

れ
が
位
階
制
と
呼

ば
れ
る
も
の
で
す

（
図
表
参
照
）
。
 

さ
て
、
教
会
法

で
は
「
キ
リ
ス
ト

信
者
の
中
に
あ
る

者
は
、
神
の
制
定

に
よ
る
叙
階
の
秘

跡
に
よ
っ
て
消
す

こ
と
の
で
き
な
い

霊
印
で
刻
印
さ

れ
、
聖
な
る
奉
仕
者
に
立
て
ら
れ

ま
す
。
」
と
あ
り
ま
す
（
Ｃ
Ｃ
１

０
０
８
）
。
こ
れ
を
受
け
て
叙
階

の
秘
跡
を
受
け
た
者
は
「
キ
リ
ス

ト
信
者
の
う
ち
に
、
法
的
に
聖
職

者
と
呼
ば
れ
る
聖
務
者
」
と
な
り

（
Ｃ
Ｃ
２
０
７
・
１
）
、
信
徒
と

区
別
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す

（
同
条
参
照
）
。
こ
れ
は
司
祭
が

信
徒
よ
り
も
教
会
の
中
に
於
い
て

偉
い
と
い
う
こ
と
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。
「
神
の
民
に
奉
仕
す
る
た
め

に
聖
職
者
が
担
う
こ
の
位
階
的
権

威
、
役
務
的
祭
司
職
は
、
教
会
の

使
徒
継
承
に
そ
の
起
源
を
持
つ
も

の
で
、
頭
で
あ
り
牧
者
で
あ
る
キ

リ
ス
ト
の
代
理
者
と
し
て
働
く
権

限
と
責
任
を
形
作
る
聖
な
る
権
能

を
具
備
」
す
る
こ
と
を
意
味
す
る

の
で
す

1

。
カ
ト
リ
ッ
ク
教
会
は

そ
の
始
ま
り
か
ら
共
同
体
的
な
も

の
で
す
。
で
あ
れ
ば
教
会
と
は
見

え
な
い
イ
エ
ス
様
に
基
づ
き
、
見

え
る
司
祭
を
通
じ
て
一
致
し
よ
う

と
し
な
け
れ
ば
信
仰
を
生
き
る
こ

と
に
は
な
ら
な
い
の
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。
 

と
こ
ろ
で
、
司
祭
は
ミ
サ
を

司
式
し
て
い
る
間
は
キ
リ
ス
ト
の

代
理
者
で
あ
る
が
、
ミ
サ
が
終
わ

れ
ば
一
般
信
徒
と
同
じ
で
あ
る
と

い
う
理
解
は
間
違
っ
て
い
ま
す
。

叙
階
の
秘
跡
を
受
け
た
以
上
、
何

食
事

�
�
�
�

の
時�

�

に
ち
ょ
っ
と
こ

げ
た
り
、
形

�
�
�

が
く
ず
れ
た

り
、
そ
し
て
量

�
�
�

が
少�

�

な
か

っ
た
料
理

�
�
�
�

は
誰�

�

が
食�

べ
ま

す
か
？
　
お
そ
ら
く
そ
の

料
理
を
作�

�

っ
た
お
父�

�

さ
ん
や
お
母�

�

さ
ん
だ
と
思�

�

い
ま
す
。

も
し
み
な
さ
ん
の
前�

�

に
そ
の
よ
う
な
も
の
を
置�

い
て
し
ま

っ
た
ら
す
ぐ
に
「
こ
っ
ち
の
方�

�

が
良�

い
か
ら
」
と
言�

っ
て

料
理
が
盛�

っ
て
あ
る
お
皿�

�

を
取�

り
替�

え
て
く
れ
る
と
思
い

ま
す
。
そ
れ
は
自
分

�
�
�

が
作
っ
た
か
ら
と
い

う
こ
と
で
は
あ
り
ま

せ
ん
。
よ
り
良
い
も
の
を
あ
げ
よ
う
と
す
る
愛�

�

の
現

�
�
�

れ
で

す
。
普
段

�
�
�

か
ら
こ
の
よ
う
な
こ
と
が
で
き
る
か
ら
ご
両
親

�
�
�
�
�

は
何�

�

か
あ
っ
た
と
き
に
自
分
の
命

�
�
�

を
犠
牲

�
�
�

に
し
て
で
も
み

な
さ
ん
を
助�

�

け
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
す
。
 

こ
ん
な
お
話

�
�
�

を
聞�

い
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
糖
尿
病

�
�
�
�
�
�
�
�と

い
う
病
気

�
�
�
�

が
悪
化

�
�
�

し
た
た
め
腎
臓

�
�
�
�

が
働

�
�
�

か
な
く
な
り
、

移
植
手
術

�
�
�
�
�
�
�
�
�

を
す
る
以
外

�
�
�

に
は
生�

き
る
こ
と
は
で
き
な
い
と

お
医
者

�
�
�

さ
ん
に
告�

げ
ら
れ
た
人�

�

が
い
ま
し
た
。
そ
の
時
に

腎
臓
を
提
供

�
�
�
�
�

し
て
く
れ
た
の
は
63
歳
に
な
る
お
母
さ
ん
だ

っ
た
の
で
す
。
若�

�

く
は

な
い
お
母
さ
ん
で
し
た

が
息
子

�
�
�

に
「
腎
臓
が
あ

げ
ら
れ
て
一
番

�
�
�
�

う
れ
し

い
」
と
い
う
思
い
か
ら

決
断

�
�
�
�

を
し
た
よ
う
で

す
。
何�

�

だ
か
イ
エ
ス
様�

�

の
「
友�

�

の
た
め
に
自
分

の
命
を
捨�

て
る
こ
と
、
こ
れ
以
上

�
�
�
�

に
大�

�

き
な
愛�

�

は
な

い
。
」
と
い
う
言
葉

�
�
�

が
思�

�

い
出�

さ
れ
ま
す
ね
（
ヨ
ハ

ネ
15
・
13
）
。
 

み
な
さ
ん
も
同
じ
よ
う
に
自

�
�
�

ら
を
犠
牲
に
し
て
で
も

成
長

�
�
�
�
�

し
て
欲
し
い
と
い
う
愛
に
よ
っ
て
こ
こ
ま
で
き
た
の

で
す
。
ま
た
、
ご
両
親

�
�
�
�
�

は
い
つ
ま
で
も
み
な
さ
ん
を
愛
し

続�
�

け
て
く
れ
ま
す
。
こ
の
こ
と
を
深�

�

く
理
解

�
�
�

し
た
と
き
こ

そ
本
当

�
�
�
�

に
大
人

�
�
�

に
な
っ
た
と
言
え
る
で
し
ょ
う
。
当
た
り

前
の
よ
う
に
思
え
る
こ
と
に
は
愛
が
込�

め
ら
れ
て
い
ま

す
。
と
い
う
こ
と
は
み
な
さ
ん
一
人

�
�
�

ひ
と
り
は
愛
さ
れ
た

者�
�

と
し
て
ど
の
よ
う
に
生
き
る
の
か
が
問�

わ
れ
て
い
る
と

も
言
え
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
 

友
の
た
め
に
自
分
の
命
を
捨
て
る
こ
と

要　　理

「
司
祭
」
が
意
味
す
る
こ
と
と
教
会
の
伝
統Ｋ

Ｊ
Ｐ
（
鹿
児
島
正
義
と
平
和
協
議
会
）
通
信
３
月
号


